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私
事
で
恐
縮
だ
が
、
中
１
の
息
子

が
現
在
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
姉
妹
都
市

タ
ク
ロ
バ
ン
市
の
学
校
に
留
学
し

て
い
る
。
最
初
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学

校
を
選
択
し
た
理
由
を
説
明
し
た

い
。
ま
ず
、
日
本
か
ら
最
も
近
い
英

語
圏
の
国
で
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

特
有
の
「
シ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
よ
り

は
る
か
に
綺
麗
な
英
語
で
あ
る
。
ま

た
、
タ
ク
ロ
バ
ン
の
あ
る
レ
イ
テ
州

は
教
育
熱
心
な
地
域
で
あ
り
、
教
育

レ
ベ
ル
も
問
題
な
い
。
次
に
渡
航
費

及
び
物
価
が
安
い
こ
と
、
子
供
一
人

な
ら
月
々
３
万
円
で
十
分
生
活
で

き
る
。
治
安
を
心
配
す
る
向
き
も
多

い
が
、
タ
ク
ロ
バ
ン
は
の
ど
か
な
田

舎
町
だ
。
さ
ら
に
時
差
が
１
時
間
し

か
な
く
、
S
kype
で
気
軽
に
連
絡

が
取
れ
る
の
で
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
も

防
げ
る
。

か
わ
い
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
ろ
、

と
送
り
出
し
て
４
ヶ
月
目
、
学
校
の

運
動
会
の
見
学
の
た
め
に
は
る
ば

る
レ
イ
テ
を
訪
問
し
た
。
運
動
会
は

学
校
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
印

象
的
だ
っ
た
の
は
子
供
達
に
よ
る

軍
事
教
練
さ
な
が
ら
の
ダ
ン
ス

だ
っ
た
。
軍
服
風
の
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
に
身
を
包
み
、
木
製
銃
を

担
い
で
踊
る
様
子
は
「
格
好
い

い
」の
一
言
だ
っ
た
。日
本
で
は

考
え
ら
れ
な
い
が
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
は
軍
隊
は
身
近
な
存
在
で

あ
り
、
北
朝
鮮
の
よ
う
な
強
制

的
な
雰
囲
気
も
な
く
、
運
動
会
を
通

じ
て
自
然
に
愛
国
心
や
国
を
護
る

気
持
ち
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
た
。

運
動
会
に
て
息
子
の
同
級
生
や

保
護
者
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て

感
じ
た
こ
と
は
、
誰
も
が
と
て
も
フ

レ
ン
ド
リ
ー
な
こ
と
だ
。
過
去
の
戦

争
の
歴
史
も
水
に
流
し
、
今
で
は
大

変
な
親
日
国
と
言
え
る
。
一
例
と
し

て
、
息
子
の
同
級
生
宅
に
夕
食
に
招

待
さ
れ
た
際
、
85
歳
の
祖
母
は
戦
時

中
の
ド
ラ
グ
市
の
市
長
の
娘
で
あ

り
、
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ヤ
マ
ソ
エ
に
可

愛
が
っ
て
も
ら
っ
た
と
日
本
語
を

交
え
な
が
ら
話
さ
れ
た
。
ド
ラ
グ
の

警
備
隊
長
・
山
添
勇
夫
大
尉
は
現

地
住
民
か
ら
の
人
望
も
厚
く
、
戦
死

し
た
大
尉
を
偲
ぶ
慰
霊
碑
が
住
民

の
手
に
よ
り
建
て
ら
れ
て
い
る
と

い
う
。

と
い
う
こ
と
で
、
息
子
は
す
っ
か

り
現
地
に
馴
染
ん
で
お
り
、
日
々
楽

し
く
過
ご
し
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
交
流
を
多
く
の
福
山

の
子
供
た
ち
に
経
験
し
て
も
ら
い

た
く
、
来
年
は
夏
休
み
を
利
用
し
た

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
の
企
画
も
考
え

て
い
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
留
学
の
勧
め

祐介の目祐介の目

大田ゆうすけ
（福山市議会議員）

毎月 1日号に掲載

№14

●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●




